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目

1)この取扱説明書をよくお読み下さい。

2)この取扱説明書を保管して下さい。

3)す べての警告にご注意下さい。

つ すべての指示に従つて下さい。フ

5)こ の楽器を水まわりで使用しないで下さい。

6)楽 器を拭くときはt乾いた布をご使用下さい。

7)楽 器の開田部を基がないで下さい。メーカーの指定する場所に設置して下さい。

8)熱 源の近くに設置しないで下さい。           1

9)安 全のため、極性のあるプラク
・
、またはアース付のフ

・
ラダを使用して下さい。

10)電源コート
・
を踏んだり、はさんだりしないで下さい。

11)メーカーの付属品をご使用下さい。

1のメーカー専用のカート、スタント
・
、、三脚、フ

・
ラケットをご使用下さい。

カートを使用する場合は、転倒防止にご注意下さい。

13)雷の場合や、長く使用しない場合はフ
°
ラクを抜いて下さい。

10修 理は資格のあるサービスマンにご相談下さい。電源ョート
・
やフ

°
ラク

・
が壊れた場合、

液体がこばれたり、ものが落ちた場合、雨や湿気にさらされた場合、

通常に操作できない場合ゃ落とした場合。       
一‐

整
一一【
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1.1楽器のケア

.・オルがン本体やコントロー,購F(ノフ
・
、ストッフ

°
、ホ

・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラプオ、テレヒ
や
、コンヒ

°
ューター、ヒ子

・
オ等 強いノイスを出す機器の近くに、オJレがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にカレがンを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこばしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ランか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アルコー,レは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシーJレト
・
ケーフ

・
】レを使用して下さい。 ケーフ

・
Jレをはずすときは、必ずコネクター

部分を持つて下さい。またケーフ
・
,レを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONに して下さい。雑音や危険なピーク信号を

避けることが出来ます。

・長期間カレカレを使用しない場合は、電源ツケットからプラク
・
を抜いて下さい。



甲

的
析肝

2.コントロールと堪覇院

2コ1.フロントハネル

手鍵盤の上にあるフロントハ
°
ネルには鍵盤部毎にまとめたストップがあります。これらのストップで

オルがンのレプスターをオンオフします。

甲

的

甲

車

1.[PEDA岨ストッフl ここには足鍵盤のホ
・
イスとカプラーがあります。

o1/P:Man,1のホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

o11/P:Man.Hのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

2.[MAN.ロストッフ1 ここにはMAN.Iのホ
・
イスとカプラーがあります。

oH/1 Man.Hのホ
・
イスをManJで演奏できます。

3.[MAN.IBストッフl ここにはMAN.IIのホ
・
イスがあります。

フロントハ
°
ネルの左側に、ホ

・
リューム、リハ

・―フ
・
、テ

・
イスフ

°
レイの調整つまみがあります。

4.テ
・
ィスフ

°
レイ:20文字4イ子のテ

・
ィスフ

°
レイで、オ,レカ

・
ンの

各機能を表示します。

5.[FIELD A]と [FIELD V]ホ
・
タン:

予
'ィ
スプレイの画面上で,カースルを移動するホ

や
タンです。

[FIELD A]を使うと、上のフィールト
・
へ移動し、

[FIELD▼]を使うと、下のフィールト
・
へ移動します。

6 . E V A L U E 司と [ V A L U E 司 ホ
・
タン: ハ

°
ラメ

ーター調 整 用 の

ホ
・
タンです。 [VALUE」を使うと数値が増加し、

[VALUE司 を使うと数値が減少します。

7.[EXI司 と [ENTERBホ
・
タン:メニューヘアクセスした り、

メニューから離脱したりするホ
や
タンです。[ENTER]は

メニューや画面に表示された機能へのアクセスや、.

コンピュータとの実行確認に使います。

[EXI刊はある画面から離脱して、前の画面ヘ

戻つたり、コンと
°
ュータ

・―の実行を中止したりする

のに使います。

】



8.[GENERAロ トリマー:オルカ
や
ンのシ

・
ェネラルホ

・
リュームの

調整に使います。

9.[REVERB]トリマー:リハとフ
・
効果のレヘ竹レ調整に使います。

10.[PEDAL]トリマー:足鍵盤のホ
や
リューム調整つまみ

11.[MAN Eトリマ
ー:Man.Iのホ

や
リューム調 整 つまみ

12.[POwER]ス イッチ:オルがンの電源オン・オフスイッチ

注意:オルがンの電源を連続してすばやくオン・オフさせないでください。オフにした後は
最低10秒待つてから再び電源をオンにして下さい。

2.2手鍵盤部のコントロール

コンピネーション、トゥッティ、カプラーその他のコントロール・ホ
・
タンが手鍵盤の下にあります。

1.[S]ピストン:コンピネーション(レシ
・
ストレーション)をセットする時に使うホ

・
タンです。[S]ホ

・
タンを押したまま、

コンピネーションを押すと、メモリーできます。

2 . [ M I D I□, [ M I D I  I I B , [ M I D I  P ]ホ
・
タン:  ここには、鍵 盤 で演 奏 した音 を[ M I D 1  0 U司 ホ

°―ト

(Man.Iの鍵盤棚下にあります。)にMIDIノートコードを送信する機能をオンにするホ
・
タンです。

各ヒ
°
ストンのLEDは 関連するMIDIチャンネルの送信状態を示しています。

Oヒ
°
ストン点灯:ノートコードの送信可青旨

Oヒ
°
ストン'肖rxT:ノートコードの送信可能

[ M I D I  Bは M a n . 1に、[ M I D I  I I BはM a n Hに 、[ M I D I  P ]は足鍵 盤 に対 応 しています。

的◎

ｍ◎

ｍ◎

ＰＥＤＡＬ§ ＰＯＷＥＲ国

山

ppp ③l③  O。 。。:oo0



注 意 :これ らのピストンは MIDIノートコード(Note ON,Note OfFDだけの送 信 をオン、オフ

しますを オルがンが処理する他のMIDI情報は、この機能の状態に関係なく、

常に送信されます。
これらのと

°
ストンはMIDIノートの送信のみをコントローJレし、受信は常に可能と

なります。

3.[NEX刊 と[PREV.]ピストン:プエネラル・メモリーの送リホ
・
タンです。 [NEX司を押すと、

・
次の

メモリーヘ進み、(1のときは2へ進む)、[PREV.]を押すと前へ戻ります。(3のときは2へ戻る)

4.シ
・
ェネラ'レ・コンヒ

・
ネーション:ここにはオルカ

・
ンのシ

・
ェネラル・コンヒ

・
ネーションがあります。コンヒ

・
ネーション

を呼びだすと、関連するストップが点灯して、オンになったことを示します。

[NEX司ホ
・
タンを押すと、次のコンヒ

・
ネーション(メモリ)―が選ばれ、EPREⅦ ホ

・
タンを押すと、

1つ前のコンビネーション(メモリー)へ戻ります。

メモリーホ
・
タンの横に、[H刺というホ

◆
タンがあります。このホ

・
タンを押すと、現在のレプスト

レーションが自動的にメモリーされます。このホ
・
タンの主な機能は、メモリーホ

や
タン使用時に、

メモリー以外に設定したレプストレーションを復活するものです。HRのメモリーは、手動でストッフ
°
を

オン・オフさせないと変更できません。

注意:HRの メモリーはオルがンの電源スイッチを切ると消えます。

各メモリー(HR、トゥッティ含む)は保存できます。

一ストッフ
°
のオン/オフの状態

一カプラーの状態(セーフ
・
可能等。)

―トレミュラントの状態(変更したものも保存できます)。

一オ,レカ
・
ン・スタイ,レ(ハ

・
ロック、 ロマンティックetc.)

―MIDIコン脚―ルとSEND P R O G R A M  C H A N G E機能を使つた プロク
・
ラム・チェンプの保存。

一エンクロース
・
ドとオートマティックロヘ

°
夕
・
ル                               ,

5.EA.P]ピストン:オートマティック・へ
°
夕
・
Jレ機能をオンにするホ

・
タンです。このホ

・
タンを押すと、Man.Iの

最低音32音で、足鍵盤のホ
・
イスを演奏できます。このとき、音は低音を優先して、

単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

6 . [ E N C ] ピ ストン: こ の ホリ ンを 押 す と 、スウェル
・へ

°
夕
・
】レ( M a n 口I I ) で、オルが ンの プ ェネラル

・
ホ

・
リュー

ムを

コン脚―Jレできます。



7.[刊ヒ
°
ストン:トゥッティをオンオフするホ

・
タンです。

トゥッティはプロク
・
ラムできます。必要なストップとカプラーをオンにして、[S]を押しながら阿 を

押します。

8.[C]ピストン:すべてのストッフ
°
、トレミュラント、カプラー、またオンになっている各鍵盤部のヒ

°
ストンを

キヤンセルします。そして、HRをリセットします。

2.3へ
°
夕
・
ルのコントロール

ここにはスウェル・へ
°
夕
・
,レがあります。

あります。
」U60DXに はさらにカプラー、トウッティ用のフットピストンが

陣 H ′叫

1.[MAN.1/PEDAL]へ
°
夕
・
】比Man.Iと足鍵盤のホ

や
リュームコン胸―Jレに使います。

(」U20にはこのへ
°
ダ,レはありません。)

2.[Man.I』へ
°
ダル:このへ

°
夕
・
,レでMan.Hのホ

・
リューム・コントロー,レができます。

注意:左サイト
・
ハ
°
ネルのホ

・
リューム調整つまみは、各鍵盤部のホ

Ⅲ
リュームハ

・
ランスをとります。

各鍵盤部のホ
・
リュニムをお好みに合わせて一度設定すれば、頻繁に調整する必要

はありません。             _

一方、スウェ,レヘ
°
夕
・
J♭はご希望の強弱を付けるために、!常にコントロールすることになります。

ホ
や
リュームの調整とは別に、スウェJレヘ

°
夕
・
,レはハ

°
イプヵレがンのスウゴレ・ホ

・
ックスの音色変化の

シミュレートもします。



2.4鍵盤棚下の接続端子

鍵盤棚下左側にMIDIやリモートの接続端子があります。

1 . [ H E A D P H O N E S ]コネクター:ヘッドフォンの接 続 端 子 です。(フォン
・プャック)ヘ ッドフォンを

つなぐと、オルがンの音が出なくなります。

注意:ヘット
・
フォンの音を最適にするために、16Ωのヘット

・
フォンを推奨します。

2.[MID]コネクター:MIDIインターフェースを持つ楽器の接続に使用する、5ピンのDINプラダ用

ツケットです。[IN]は他のMIDIソースから送られた信号を受け、[OU刊 はオルがンから

発信した信号を送り出し、ETHRU]はINに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

0 -
ｎ
口

●

Expan」玉、sequen391 etC.

3.[INPU司コネクター:他 の楽器で演奏したものを、カレがンのアンフ
°
で音を出すための

端子です。
・
(ヒ
°
ンウ

・
ヤック)音 源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OUTPU司コネクター:アンプを通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スピーカーや
録音システムヘ接続するためのものです。
信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

◎
中

◎◎δ◎δ◎

Master keメ脚8rd3 kCもA〕。。「じ3
MiDl有te JalttR eこ

………買軍……・
tと

Analcg reoo■封ng syste何1,

_pDWered bゅ准昼.amptttei etc.



2.5アウトフ
・
ット

鍵盤棚下の右側に、ステレオライン・イン、アウトの接続端子があります。

リアハ
°
ネルの下の方にも2組のオーテ

や
ィォ・アウトプットがぁります。

これら2組みのアウトフ
°
ットの主な違いは、左側がオ,レカ

や
ン全体からの信号を含むのに対して、

右側は、各手鍵盤と足鍵盤の信号をディスプレイの設定に従って、出力する点です。

1口[OUTPuT l]と [OuTPUT 2]の コネクター:

予
・
ィスプレイの機能によって送られた、ォJレがンの信号を出力するシ

・
ャック・ラインコ

アウトフ
°
ットです。ファ外リーセッティングを行うと、アウトプットの信号は次のようになります。

―[OUTPuT l]:全 体信号
―[ O U T P u T劇 :リハ

・―プのみ

◎ ◎
Ц■D     R （い〕）的「

（

い

〕

）

Ｒ

一



3,メインコントロールユニット

フロントハ
°
和レの左側に、オルがンの内部機能を調整するメインコントロールユニットがあります。

このオルがンにはいろいろな機能があり、ユーザーがカスタマイス
・
できます。

オJレガン・スタイ,レ(λ
・
ロック、回マンテイック等)、ホ

・
イスとそのホ

・
リューム等の設定も可能です。

音量レヘ
・
ル、イコライサ

・一、リモート・アウトフ
°
ットのチャンネル割当ても調整できます。

トレミュラントやリハ
・―フ

・
の調整の他に、MIDIインターフエースの構成も調整できます。

3.1電 源オンとメイン画面

オルがンの電源をわ にすると、数秒後に(その間にアンプ回路の立上げ、オルがンのコンフィキ
・
ュ

レーションを行います)使用可能状態になります。その間予
・
ィスプレイははじめの画面を表示

します。

VISCOUNT

INTERNAT10NAL .

0,S.VERS10N 2.03

楽器にインストーJレされているファームウエアのハ
や―プョンをチェックできます。

電源立上げが終わると、画面は次のようになります。

MEMORY BANK:

TRANSPOSER :

ENSEMBLE   :

M E N U

１

０

４

o MEMORY BANK:こ のハ
°
ラメーターを使 つて8つ あるメモリ

ー'ハ・ンクを選 ぶ ことが できます。

シ
・
ェネラル・コンピネーション(メモリー)を保存できます

48のシ
・
ェネラ】レ・メモリー(6プェネラル・メモリーX3メモリーハ

・
ンク)が保存できますので、複数の

オルがニストが使用する場合に便利でする

o TRANSPOSER:Ⅲ 5/-6半音の範囲で移調できま。(1目盛りが1半音です。)

o ENSEMBLRこ れは′ヽ
°
イプオルがンが経年変化と気候の影響で、調律が微妙にずれる

現象を6段階でシミュレートしたものです。正確なヒ
°
ッチをお望みの場合は一を選んで下さい。

o MENU:オ,レがンの設定機能ヘアクセスするフィーJ♭ドです。



画面内部での移動方法

画面のカーッルは暗転した部分にあります。例えば前へ
°―プの例では、カーッルはMEMORY

BANKのハ
°
ラメーターにありますと

カーソルを動 かすため には、[FにLD A]か [FIELD▼ ]ホ
'タ

ンを使 つて下 さい。

[FIELD A]ホ
や
タンはカーソルを上 に動 か し、[FIELD▼ ]ホ

・
タンはカーツルを下 へ 動 か します。

もしも、そのたューに複数の画面がある場合は、右上角に矢印が現れます。

■″現在の画面に続きがある

t現 在の画面の前に画面がある

F■ E現 在の画面の前にも、後にも画面がある

サフ
・
メニューや機能ヘアクセスするには[ENTER]を押します。また現在の画面を終了するには

EEXI刊を押します。

ハ
°
ラメーターの調 整 や、いろいろなセッティンクを 選 ぶ には、E V A L U E珂 , E V A L U E司 ホ

'タ
ンを

使います。

3.2オルがンのセットアッフ
°
機能の説明

メイン画 面 か らMENU SETTINGを 選 ぶ と、オルがンのす べ ての セットアップ機 能 を含 むメニューヘ

アクセスできます。そこの最初の画面は次のようになります。

MENU    ↓
ORGAN STYLE

VOICES

TEMPERAMENT

[FIELD▼ ]ホ
'タ
ンで下の方ヘスクロー,レすると」、メニューの次の部分が表示されます。

M E N U

SET UP

MIDI

UTULITY

M E N U

MIDI

UTULITY

DEMO SONG

→

o ORGAN STYLE:A・ロック、ロマンティック等の切替

O VOICES:カ レがンホ
・
イスの設定機能。ホ

・
イスの入替え、調整、レシ

・
スターストップのチェックを と

行います。



o SETUP:  このサフ
・
メニューにはオルカ

や
ンのプェネラル・セツテインク

・
があります。トレミュラント、

イコライサ
・―、リハ

・―フ
・・タイフ

°
の選択、アウトフ

°
ット信号の調整、手鍵盤の設定、

ヒ
°
ストンの設定。

o  M I D l   オルがンの M I D i インターフエースの 設 定

o  U T I L I T Y :オ,レがン調律の微調整、予
・
ィスプレイ・コントラスト、フア外リーセッテイングの呼出し。

o DEMO SONG: 予
'モ
ソンク

・

サフ
い
たューヘアクセスするには、[FIELD A]か [FIELD▼]ホ

・
タンで関連するフィールト

・
を選び、

[ENTE刺を押します。[EXI刊ホ
'タ
ンを押せば、メイン画面へ戻ります。

下に、サフ
・
メニューの表を上げておきます。

MENU

RGAN STYLE
1 

   0rgan Style selection

０Ｖ

TX′ RX Channel

Controi Change何 iter setting

Prograrrl Change侃 iter setting

Sys―Ex ttiter setting

Real Tlme niter settingTEMPERAMENT
l     Temperament selecばon

LTremulant setting

LReverberaHon Style

止
瑠撤踊atter setmg

瑠 補
1邸
atte「setting

E x t e r n a i  O u t  R o u t e r
L酎 erna1 0ut Router setting

Externa1 0ut Volume
L_Exte「 na1 0ut Volume setHng

UTILiTY

臣端韻雷愉g
墜離柵 鞘盗譜猥e的

DEMO
I 
    Demo song selection

LPreu′ Next Pistons Action setting

unction Stored into Pistons

睡鋼盟盤挙::t蒲
側韓的

臣淵l艦1靴
Sel:il]i千

1告i」i‖岳

TX′ RX Filter

ETUP

０



プュビレートシリース
・
の重要な特長として3つのオルがンスタイルが選べることです。ハ

Ⅲ
ロック、ロマンティック

シンフォニックがそれで、演奏する曲に合わせて、相応しいものを選ぶことができます。
各スタイルにはそれぞれハ

・
リエーションがあり、トータル6つなっています。それらは、ホ

・
ィス交換機能

や、ホ
・
イスホ

・
リューム調整機能によって行つた修正を自動的に各スタイルにセーフ

・
できます。つまり

各スタイJレは好みに合わせて自由に修正可能なため、カスタマイス
・
することができます。

オルがンスタイルを選 ぶ 画 面 は、S E T T I N G  M E N Uか らO R G A N  S T Y L Eを 選 ぶ とアクセスできます。

ORGAN STYLE

BAROQUE l

オルがン・スタイルの選択が終わったら、フロント・ハ
°
ネルのストップとホ

・
ィスが対応しているかどうか

チエツクする必要があります。

ホ
・
イスーストップの対 応 をチェックするため には、5。3に 説 明す るSOUND CHECK機 能を呼 び出 して

下さい。

カレがン・スタイルには下記の機能もセーフ
・
されます。

一交換ホ
・
イス(各ストッフ

°
に書‖当てられたホ

や
ィス)

一ホ
・
イス・ホ

・
リューム(各ホ

'イ
スの音量)

一リハ
・―プ(リハ

・一フ
・
効果のタイプ)

―内部イコラィザー(内部アンプのイコライサ
'一
)

―アウトフ
°
ット・ィコライサ

・―(リアハ
°
ネ,レのオーテ

・
ィォ・ァゥトプットのイコライサ

・―)



5.ホ
や
イスの:策換とホ

や
イス・ホ

や
リュームα):調整

プュビレートシリース
や
の新しい機能として、初めにフロント・ハ

°
ネルのストップに害1当てられていた

ホ
や
イスをオルがンのメモリーにある別のホ

・
イスとの交換ができます。

すばやく、簡単にホ
・
イス交換ができるので、いつでもお望み通りのセット・アップが可能です。

複数のカレカとストがそれぞれのセット・アップをプリセットできます。

各ホ
・
イスのホ

・
リューム・コントロールにより、レプスターのセッツアップはより細かな調整が可能です。

MENUか らVOICESの フィーJレト
・
を選びホ

・
イス調整の各機能へ入ります。

その画面は次の通りです。

――………………VOICES__________

VOICE VOLUME

ALTERNATIVE VOICE

SOUND GHECK

o VOICE VOLUME:ホ
・
イスのホ

・
リュ

ーム調 整 を行 います。

o ALTERNATIVE VOICE:交 換 用 ホ
・
イス

o SOUND CHECK:ス トップとホ
・
イスの 関係 をチェックする。

これ らの機 能 にアクセスす るには、EFIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
・
タンで関連 するフィ

ールト
・

を選 び、[ENTER]を 押 します。 EEXITBホ
や
タンを押 せ ば、SETTING MENUへ 戻 ります。

5.1ホ
・
イスホ

・
リュームの調整

この機能を使うと、 各ホ
・
イスのホ

・
リュームを、-9dBから+9dBまでの範囲で調整できます。

変更は即座に保存されます。リアルタイムで音を聞けるので、調整が簡単です。
ホ
・
イスホ

・
リュームはオ,レがン・スタイルにも保存されます。スタイルが変更されると、ホ

・
イスホ

・
リュームも

新しいスタイ,レに合うように、変更されます。
しかし、別のスタイルを呼び出しても、ホ

・
イスホ

・
リュームの変更は失われず、前の(変更した時の)

スタイルに保存されます。

この機 能 を呼 び 出す には、MENUか らVOICE VOLUMEを 選 びます。画 面 は次 の ように

なります。

VOICES VOLUME

PEDAL

MANUAL

MANUAL

２



変更したいホ
・
イスを含む鍵盤部を選びます。

PEDAL VOICE VOLL__↓

l Prinzip1 16C: +7

2 Subbass 16A: +3

3 Violon 16   : +2

テ
・
ィスフじイには呼び出した鍵盤部の最初の3つのホ

・
イス(とストップナンハ

・―)が表示されます。

[FIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
や
タンで交換 したいホ

や
イスを選 びます。

ストップを使えば、即座にそのホ
や
イスとホ

・
リュームが選ばれます。[vALUE司 ,[VALUE司

ホ
や
タンでホ

や
リュームを調整します。新しい数値は保存され、リアルタイムで聴くことができます。

[EXI刊を押して、前の画面へ戻ります。

重要な注意:各ホ
・
イスホ

・
リュームは現在のカレがン・スタイJレに保存されます。

つまり他のスタイルを呼び出すと、ホ
や
イスホ

・
リュームは呼出され

たスタイルに保存したものになります。
すべてのスタイルのオリプナルホ

・
リュームにもどすには、ファクトリー

セッティンク
・
を行つて下さい。

5.2ホ
・
イスの交換

シ
・
ュヒ

・
レートにはホ

・
イスの入替え機能があります。オルがン内部にいろいろなホ

や
イスを持つていて、

多様な組合せが可能です。

ホ
や
イスの交換機能を呼出すには、VOICEのサプメニューからALTERNATIVE VOICEを選びます。

最初の画面は次のようになります。

_ALTERNATIVE VOICE

PEDAL

MANUAL i

MANUAL II

ホ
・
イスを交換する鍵盤部を選ポか、前面′ヽ

°
和レのストッフ

°
を押して(オンにする)選びます。

この画面から選ぶと、はじめの3つのホ
・
イスが表示されます。

____PED.ALT.VOICE____↓

l Prinzip1 16C

2 Subbass 16A

3 Violon 16

３



(ストッフ
°
ホ
や
タンで選ぶと次の画面へ飛びます)        

~

ここでまた、[FIELD▲ ]、[FIELD▼ ]ホ
・
タンを使つて、交換するホ

・
イスを選びます。

カーソルを交換 したいホ
・
イスにあてて、[ENTER]を 押 します。

一P:骨
;ゴ古
in子
臥
16Q_韓

Prinzipl 1 6B

Prinzipl 1 60

一番上には交換しようとしているホ
・
イスが表示され、その下に、そのストップで交換可能な

ホ
・
イスが表示されます。

[FにLD A]、[FIELD▼]ホ
・
タンを使つて、交換可能なホ

・
イスをスクロールできます。

カーツルがホ
・
イスの上に移動するとそのホ

や
イスを聴くことができ、変更が楽にできます。

交換したいホ
・
イスを決めたら、[ENTE刺を押します。

_PED. Prinzipl 1 6Q_

Replace with:

Prinzip1 1 6A ―Enter

to conttrrn or Extt

一番上に交換する前のホ
や
イスが表示され、その下に、新しく使用するホ

や
イスが表示されます。

さらに、このシ
・
ョフを実行するかどうかの表示も出ます。この段階では、まだ新しいホ

・
イス

の日―卜
・
は不完全でtただ音を聴くことができるだけです。

表示にしたがって、 [ENTER]を押せばホ
・
イスの交換が実行されます。

(また、このときに、[EXI刊を押せばこのプョプが取り消されます。)

[ENTER]を押すとコンピューターはホ
・
ィスを入替え、次の画面がでます。

_PED.Prinzip1 1 6てヽ

is replaced with

Prinzip1 1 6A

ホ
・
イスの交換完了後、フロント・ハ

°
ネルのストッフ

°・ラヘ
・
ルを確認して下さい。現在有効になった

ホ
・
イスがストッフ

°
名と一致しているかどうかを確認する必要があるからです。このチェックは

これから説明するSOUND CHECK機 能を使つて行います。

最期に[EXI刊を押して、この機能を終了します。

４



重要な注意:各ストッフ
°
にロードされたホ

・
ィスは:

饗靭淵艦稗稚せ

583ストッフ
°
ラヘ

・
ルのチェック

異なったカレがンスタイJレを選んだり、いろいるなホ
・
イスが回―ドされた後では、ストッフ

°
ラヘ

Ⅲ
,レが

ホ
・
イスと一致しなくなっている状況が考えられます。そこで、ラヘ

や
,レとホ

や
イスにくいちがいが

ないかチェックする必要が生じます。一致していない場合はラヘ
・
ルを入替えて下さい。

ラヘ
・
,レ"チェックのため には SOuND GHECK機 能 を使 うと便 利 です 。

SOUND CHECK機 能 を起 動するには、カーッルでVOICES menuか らSOUND CHECK

機能を選びます。画面は次のようになります。

―……――いSOUND CHECK

STOP: 1

Prinzipl 1 6B

SECT10N: PEDAL

STOPフィールト
・
にはチェックするストッフ

°
ナン′ヽ

・―(ライトが点灯します)が含まれています。
下の段にはそのストッフ

°
に現在実際にあるホ

や
イスが示されます。

SECT10Nフィールト
・
には現在アクティフ

・
になっているホ

・
イスが帰属する鍵盤部を示します。

[VALUE呵 ,[VALUE司 ホ
'ル

を使 ってすべてのレシ
・
スターをスクロールできます。

あるいはストッフ
°
を押してもそのストップを選ぶことができます。

すべてのストップのラヘ
・
ルチェックが終わったら、EEXI刊ホ

'タ
ンを押して、volcESメニューヘ戻ります。

ラヘ
',レ

の交換

ラヘ
い
,レは押し込んであるだけなので、簡単に交換できます。下図のように指か小さい

ドライハ
・―でラヘ

・
ルをはずし、正しいものをはめて下さい。

５



6.テンヘ
°
ラメント

M E N Uか らTE M P E R A M E N Tを 選 ぶ と、次 の 6つのテンヘ
°
ラメントが あ ります。

TEMPERAMENTS__… …

EQUAL

KIRNBERGER

WERCKMEISTER

EQUAL平 均律

MEANTONE:8イ 国の純粋な長3度 (Eb―G/Bb―D/F―A/C―E/G一日/D―F辞/A―CttE―G辞)

使用できない長3度 (減4度 )(B―D群/F帯―A#/C#―E#/Ab―C)

ウルフの5度:G#―Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調:C,DiG,A,日bとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オ ルカとスト、楽理学者のアンドレアス・ウ
や
ェルクマイスターの考案になるもので

1600年代後半の卜
・
イツ音楽に向きます。

KIRNBERGER:」。S.ハ
・
ッハの弟子、ヨハン・フィリップキルンヘ

・
ルカとが考案した,この予ンヘ

°
ラルトは

卜
・
イツ・ハ

や
ロックとハ

や
ッハの作品の演奏に向きます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTI Valb間のテンヘ
°
ラメントは後にイギリスのトマス・ヤンク

・
に採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イキ
・
リス音楽に向きます。

６



7.シ
や
ェネラルⅢセッ予ィンク

い

ホ
・
イスとMI D I以外 の設 定機能 が ここにあります。 S田席IN Gメニューか らSE T  U Pを 選 びます。

最初の画面は下記の通りです。

―――――一―――SET UP_______――↓
TEMPERAMENT

REVERBERAT10N

INTo EQUALIZER

たくさんの設定があるので、メニューは2つの画面に別れています。カーソルを下方向にスクロール

すると、次のリスト(設定)へ進みます。

―……………………SET UP_______― ――

EXT口 EQUALiZER

EXT. OUT ROUTER

EXT.OUT VOLUME

SET UP    台

KEYBOARD SETTING

PREV/NEXT PISTONS

FUNCT10N STORED

ここにある設定は下記の通りです。

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERBERAT10N  :リハ
'一

フ
・
の種類を選べます。

o INT.EQUALIZER:オ ルがン内蔵 のイコライザーの調整機能です。

o EXT.EQUALIZER:オ Jレカルのアウトプット[ouTPUT l],[OUTPUT 2]の 調整機能です。

o EXT.OUT ROUTER:各 鍵盤部 のアウトプット[ouTPUT l],[OUTPUT 2]へ の

ルーターです。

o EXT.OUT VOLUME:オ ーテ
・
ィオ

・アウトプットのポリュ
ーム調 整機 能 です。

o KEYBOARDS SETTING:手 鍵 盤 と足鍵 盤 のハ
°
ラメ

ーターの 調 整 を行 う機 能 です。

O PISTON SETTING:と
°
ストンの調 整 を行 う機 能 です。

o FUNCT10N STORED:コ ンヒ
・
ネーション・セッティンク

・
機 能

。
です。

[FIELD A]、 [FIELD▼ ]ホ
・
タンを使 って必 要 なフィ

ールト
・
を選 び 、[ENTER]を 押 す と、

必 要 な機 能 の画 面ヘアクセスできます。[EXI司ホ
や
タンを押 す とSETTING MENUへ 戻 ります。

７



7.1トレミュラントの設定

ハ
°
イフ

°
カレがンでは、揺れの無い持続音を保つために、風圧を二定にすることが大変重要です。

しかしながら、空気の流れの強さを変化させる機械装置も導入されてきました。

こうして音が震える効果を作りだし、Vox Humanaのような耳に心地よい単独のホ
や
イスや、

リート
・
系ホ

・
イスにより多くの表情を持たせる効果を生みだしました。

この 効 果 は ETREMULAN司 ストッフ
°
を使 うことにより、オン・オフできます。

トレミュラント機能を使うと、各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ
°―卜

・
の設定ができます。

[SET UP]たューからトレミュラントのフィールドを選ぶと、予
や
ィスプレーは下記のようになります。

――――一――TREMULANT____― ―一

Manual  Depth   Speed

1      1 3     1 4

H      1 3     1 4

ここには2つの手鍵盤の、現在のDEPTH(トレモ回の深さ)とSPEED(トレモロの速さ)が表示されます。

EEXI刊ホ
・
タンを押すとSET UPメニューヘもどり、 新しい設定を保存します。

竪騒潔繹整繁盟 絲 遍梨欝 鷲り 紳
ます。

7.2リハ
・―フ

・・タイフ
°
の選択

残響は閉空間の内部で、一連の反射音が伝達されることによつて生じます。各反射の

順序や大きさはいろいろな要素によつて変化します。いろいろな要素とは、部屋の広さ、

材質、部屋にあるもの、聞き手の位置等等です。

デュヒ
・
レートは予

←
シ
・
タル・シゲナ,レ・プロセッサーによつて、ハ

°
イフ

°
オルがンが設置される、建物の種類に

よつて異なる、複雑な残響を再現して、オルがンの優れた音色をひきたてることができます。

ここではリハ
・―フ

・
の3つのタイフ

°
を選ぶ事ができます。これらのリハとフ

い
はいろいろな環境に置

かれた、オルがンの響をシミュレートするものです。

左サイト
・
ハ
°
ネ,レには [REVERB]つ まみ が あり、リハ

・―フ
・
の調 整 が できます 。

1ルヽ・―フ
・
タイフ

°
を選 ぶ に1ま、[SET一 UP]メニューか らREVERBERAT10Nフ ィ

ールドに入 り、[ENTER]

を押します。

８



F〔
′ ・ /

REVERB

CATHEDRAL

ここには、次のリハ
・一フ

・
タイプがあります。

o  C A T H E D R A L大 聖 堂 のりA・―フ
・

o B A S I L I C A :  大教 会 のリハ
・―プ

o GOTHIC CHURCH: コ
・
シック教会のリハ

・―フ
や

o BAROQUE CHURCH:ハ
・
ロック:数姿章てDリハ

・―フ
・

o ROMANTIC CHURCH:ロ マンティック教会のりA・―フ
・

O MODERN CHURCH: 現 代 の教 会 のリハ
・―プ

o PARISH:教 区教 会 のリハ
・―フ

・

o CAPPELLA:礼 拝 堂 のリハとフ
・

EVALUE」 と EVALUE司 を使 ってリハ
や―フ

・
タイフ

aを
選 び ます。 [EXI司ホ

や
タンを押 す と

選 んだリハ
・―プタイプが 保存 され 、SET UPメニューヘもどります。

注意:

7f3内蔵イコライザーの設定

このオルがンには5ハ
や
ント

・
のク

・
ラフィックイコライザーが内蔵されていて、ォルがンの音色、音質を

コントローJ♭できます。(オーテ
'ィ
オ・アウトプットには別のイコライザーがありますb)

イコライサ
・―を設定するには、INT,EQUALIZERフィールト

・
を選び、[ENTE刺を押します。

_INTERAL AMPL.. EQ._

FttEQ: 60Hz■  ■■
GAIN: +4 dB■■■EE

画面右に次の′ヽ
°
ラメーターが現れます。

o FREQ:   セントラル・トリカ
や一フリークエンシー

o  G A I N :   F R E Qハ
°
ラメTターで 述 べ た、信 号 とフリ

ークエンシーの ゲイン
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[ F I E L D▲ ]、[FI E L D▼ ]ホ
や
タンを使 つてトリが

一・フリークエンシー
を選 べ ます 。 次 に、EVAL U E対

と[VALUE司 を使つて、信号を十-8dBの範囲で調整できます。

ク
・
ラフィックイコライザーが画面右にリアルタイムで表示されます。

必要な設定が終わつたら、[EXI刊ホ
'ル

を押して、設定を保存し、SETUPメニューヘもどります。

注意:

オJレがン・スタイルには、イコライサ
・―設定を保存できます。他のイコライサ

'一
設定をしたオルがン・

スタイルが存在する場合は、別のオルがン・スタイルを回―卜
・
すると、イコライサ

・―設定も変わる
ことを意味します。

7.4オー予
・
ィオ・アウトフ

°
ット・イコライサ

・―の設定

内部アンプのイコライザ
ーの他 に、オーテ

・
ィオ

・アウトプット[OUTPUT l],[OUTPUT 2]の 信号 を調 整

す る専 用 のイコライサ
・―が あります。

この イコライザー
を表 示す るには、SETUPメ ニューか らEXT.EQUALIZERフ ィ

ールドを選 び、

[ENTE刺を押します。

__EXTERAL OUT. EQ._

FREQ:  60Hz _■  ロ

G A I N :  + 4  d B■■■■■

その設定画面は、内部イコラーザーの画面と同じです。 [FIELD A]、こFIELD▼]ホ
や
タンを

使 つて トリが
一フリ

ークエンシー
を選 び 、EVALUE司 と EVALUE司 を使 つて、信 号 を+9dBの

範囲で調整できます。

注意:

外部イコライサ
・一設定は、鍵盤棚下のRCA[OUTPU刊 へ供給される信号にも影響します。

オルがン・スタイルオーテ
・
ィオ・アウトプットに影響するイコライサ

や一の設定を保存します。
したがつて、別のオルがン・スタイルを回―卜

・
すると、イコライサ

・一設定も変わります。
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Fl,

フ.5オーテ
・
ィオ・アウトフ

°
ットフヘのシク

・
ナ,レ・ルーティンク

・

また、鍵盤毎の信号を出力するアウトプットを設定できる便利な機能があります。

この機能により、外部スピーカーを配置して、ウインドチエストのシミュレーションができます。

この 画 面 を表 示するには、SET UPメ ニューか らEXT.OUT ROUTERフ ィ
ールト

・
を選 びます。

EXTERAL OUT ROUTER

OUTl:  General

OUT2:  Reverb only

この 画面 に1よ2ら$オ ー予
・
ィオ

・アウトプット OUTl([OUTPUT l])と、OUT2([OUTPUT 2])が

表 示 され 、各アウトフ
°
ットの 設 定 が できます。

o PEDAL 足鍵 盤 のみ

o MAN31:  Man.Iθ)ゼみ

o MAN.II:  Man.IIのみ

o P E D A L t t M A N . I :足 鍵 盤 とMa n . I

o  P E D A L 4 M A N . I I :足 鍵盤 とMa n t t H

o MAN.I+MAN.H :Man.1とMan.H

o GENERAL:オ ルカ
・
ン全封本

o REVERB ONLY:リ ハ
・―フ

・
信号のみ

[FIELD A]、[FIELD▼ ]ホ
・
タンでカーソルを移動し、EVALUE呵 と EVALUE司 で

調整します。

[EXI刊を押すと、新しい設定が保存され、SET UPメニューヘもどります。

7.6オーテ
・
ィオ・アウトフ

°
ットホ

・
リュームの調整

各オーテ
・
ィオ・アウトフ

°
ットのポリューム調整機能もあります。この画面を表示するには、

SET UPメ ニューか らEXT,OUT VOLUMEフ ィ
ールドを選 びます。

EXTERAL OUT VOLUME

OUT l:  16

0UT 2:  16
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ここには次のハ
°
ラメーターが含まれています。

o OUTl: [OUTPUT l]の ホ
や
リュ

ーム

o OUT2: [OUTPUT 2]の ホ
・
リュ

ーム

ホ
・
リュームレヘ

・
】レは1から32の数値で設定できます。それぞれが対応するdBは次のとおりです。

~ 
32:  OdB

~ 
20:-12dB

~ 
16:-16dB

~ 
10:-22dB

~ 
 1: -32dB

注意:

リア・ハ
°
和レのアウトプット・ホ

・
リュームセッティングはRCA[OUTPU刊 へ供給される信号にも

影響します。

7.7手鍵盤の基本設定

S E T  U Pメ ニューか らK E Y B O A R D  S E T I N Gフ ィ
ールドを選 びます。 ここには手 鍵盤 の

操作に関する2つの′ヽ
°
ラメーターがあります。

__KEYBOARD SETTINQ____

1/11 1NVERS.  N0

KEY VELOCITY:YES

o1/11 1NVERSi MancI,Man.II手鍵 盤 逆転 機 能 です 古 この機 能 を使 うとManJで

Man,IIの ホ
'イ

スを 、 Man.Hで ManBIの ホ
・
イスを 演 奏 で き ま す 。

o KEY VELOCITY:手 鍵盤の強弱機能をオンにします。この機能をオンにすると、

オーケストラ・ホ
・
イスとMIDν―卜の送信が鍵盤を押す速度と対応するようになります。

この機能をオフにした場合は、強弱はMIDI値100に固定されます。

これ らの 機 能 を使 う|ヨよ、 [VALUE珂 と EVALUE司 で YESを 選 び ます 。

NOを選ぶと、この機能がオフになります。

[FIELD A]、[FIELD▼]ホ
や
タンでカーツルを移動し、[EXI刊ホ

や
タンを押すと、新しい設定が

保存され、SET UPメニューヘもどります。
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7.8ピストンの設定

メモリーt°ストンには設定機能があります。[PREV.]、[NEX司を押すと、メモリーを順に呼び出す

ことができます。

この機 能 を設 定するには、SETUPメ ニューか ら PISTON SETTINGフ ィ
ールト

・
を選 びます :

画面は次のようになります。

_PREV/NEXT PISTONS

PREV/NEXT PISTONS

ACT10N:GENERAL MEM

GENERAL MEMORYを 選べば、ピストンは通常のシーケンサーとして順番に各コンピネーションを
｀
呼びだします。

MEMORY BANKが セットされると、コンピネーションは順に現れることはなくなり、メモリー′ヽ
'ン

クだけに

なります。(メイン画面 のMEMORY BANK)そ のとき[NEX刊 を押せ ば、メモリーハ
・
ンクが進み、

[PREV.]を押せばもどります。

両方の設定が終わつたら、[EXI司を押してSET UPメニューヘもどります。

7.9コンヒ
・
ネーション保存の設定

SET UPメニューの FUNCT10N STORED INTO PISTON機 能 を選 ぶ と、シ
・
ェネラル

・メモリ
ー
、

専用メモリー、トウッティにお好みの設定を保存できます。

S E T  U Pメニューの F U N C T 1 0 N  S T O R E Dフ ィ
ー,レト

・
を選 ぶ と、画 面 は次 の ようになります。

FUNCT10N STORED
↓

_____INTO PISTONS

TREMULANT DEPTH

AND SPEED:NO

この画面ではトレミュラントの速度、深さの保存をオン・オフできます。いろいろなコンビネーションを

呼びだすと、そこへ保存されたトレミュラントも同時に呼びだされます。

E V A L U E」 と EV A L U E司 で YE Sを 選 ぶ とオンになりNOを 選 おミとォフになります。

[FIELD▼]ホ
・
タンを押すと次の画面へ進みます。

FUNCT10N STORED ↓

_____INTO PISTONS

ENCLOSED AND

AUT.PED.: NO

ここではエンクロTス
・
卜
゛
とオートマティック・へ

°
ダルのオン・オフ状態を保存できます。

｀
YESを選ぶとオンになり

NOを選ぶとオフになります。
設定が終わつたら、EEXIT]を押して、変更を保存し、SET UPメニューヘもどります。
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8.MIDI

MIDI(Musical instrment Dutal tterface)は、特別なコート
・
を持つプロトコルを使つて、構造の

異なるいろいろな楽器を同時に使うことのできるものです。MIDIシステムによって、単独の

楽器より、はるかに広い汎用性を持つことになります。楽器間の予
・―夕のやり取りをする

ため に、MIDI付の楽器 には2ない し3の 5ヒ
°
ンDINコネクターをもっています 。

一

M I D I  I N  : 他 の
楽 器 か ら M i D I デ

ー

タ を 受 け る た め の
端 子

―MID1 0UT:他 の楽器へMIDI予
や―夕を送り出す端子

一MIDI THRU:MIDI INホと卜で受 けたMIDI予
'―

夕を性格に送 り出す端子

MIDI付の多くの楽器 は、演奏された音 と強さのMIDIメッセープをMID10UTか ら送信 します。

そのコネクターがエクスハ
°
ンダーのような、他の楽器のMIDI INに接続されていれば、第二の楽器は

送信した楽器の音に反応します。同様の情報伝達がMIDIシーケンスのレコーディンク
・
にも使われます。

コンヒ
°
ューターかシーケンサーを使つて、MIDけと夕を送り出した楽器のレコーテ

や
ィングを行います。

これらのレコー予
・
ィンク

・
された予

・―夕を楽器に送り込めば、レコー予
・
ィングされた演奏をフ

°
レイハ

・
ックします。

MIDIは多くの予
や
プタルテと夕を送信できます。MIDiチャン和レは16あって、同じチャンネJレどうし    ィ

のみ、コミュニケートできます。

MIDIメッセーシ
い
はチャンネル・メッセーシ

・
とシステム・メッセーシ

・
に分かれます。

CHANNEL MESSAGES

NOTE ON:こ のメッセーシ
'は

鍵盤を押したときに送信されます。

NOTE ONメッセーシ
・
は次の情報を含みます。

Note Onキ ーが押されたとき

Note Number押 されたときキー(の番号)

Velocity:キーが押されたときの強さ

Noteメッセープは0から12'で表され、中央Cは60です。

NOTE OFRこ のメッセーシ
・
は鍵盤を放したときに送信されます。この信号を受けると

その鍵盤(キー)α長押しすると、メトロノームのセッティンク
・
へとシ

・
が出ます。

Note OFR鍵 盤が放された。

Note NumbeE放 された鍵盤

Velocity:キーが放されたときの速度

Velocity=0のNote Onメッセーシ
・
はNote OfFメッセープとみなされます。

シ
・
ュビレートはV E L O C I T Y = 0 の N o t e  O n メッセープを送信 します。
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r      ,

PROGRAM CHANGE

PROGRAM CHANGEメ ッセーシ
や
は 受信側 の楽器 のプログラムや音 を選 ぶため に使 用 します。

またGENERAL MIDIという特殊な規格があり、それは、受信する各PROGRAM CHANGEに 、

どの音を呼び出すかをウ説明するものです。これに関連する記述は、この規格を使う楽器の

取扱説明書の申に表として載つています。

Program Changeには、次の情報が含まれています。

Program Change:ホ
や
イスかProgram Change

Program Change NumbeA programまたは起動するホ
・
イスの番号

00NTROL CHANGE:し ばしばトリマーやへ
°
夕
・
,レに関連するこのメッセーシ

・
は、演奏に表情を

つける目的で使われます。エクスフ
°
レッション・へ

°
夕
・
,レのホ

・
リュームや位置を設定するホ

や
イス・ハ

°
ラメーター

に関連しています。

00NTROL CHANGEメ ッセTプ は次 の情報 を含 み ます 。

Oontrol Change:コントローラーの調整

Oontrdler Numberどのコントローラーを調整するか

Oontroller Positioniコントローラーのイ立置

SYSTEM MESSAGES

SYSTEM EXCLUSIVE

このメッセープは送信したのと同じ楽器によつてだけ解釈できます。主として楽器の発音と

プロク
・
ラム・ハ

°
ラメーターに関連します。

シ
・
ュビレートはこのメッセープをすべての内部ハ

°
ラメーターとホ

・
イスのオン・オフに使います。

REAL TIME

このメッセープは接続した楽器の、特別なモデュールや機能のリアルタイム・コント回―ルに使用します。

このメッセーシ
・
には、スタート、ストップ、ホ

°―ス
・
/継続、また時計のコマンドを含んでいます。

START:シーケンサーのレコーテ
・
ィンク

・
またはフ

°
レイハ

・
ックのスタート

STOP: シーケンサーのストッフ
°

PAUSE/CONTINUE:シ ーケンサーが ストッフ
°
モート

・
にJ声る。

CLOCK: シーケンサエスヒ
°―ド

注:シ
・
ュヒ

・
レートでは上記の情報は送受信されません。MIDI全体の説明として書きました。

R e a l  T i m eメッセーシ
・
には2つの M I D I楽器 間 の予

・―夕の や り取 りに使 う A c J v e  S e n t t n g  c o d e

もあります。受けての楽器がMIDIデータを受けない場合や、300ミリsec.でAcJve

Senゴng codeを受けられない場合、すべての音をオフにします。

このメッセープの送信、受信はオプションで、すべての楽器で可能なわけではありません。

M I D Iの設 定 にアクセスするには、S E T T I N G  M E N Uの M I D Iを選 び [ E N T E R ]を押 します。

MIDI SETTING

TX/RX CHANNEL

SEND PROG.CHANGE

TX/RX FILTER
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この画面で設定できる機能は次のとおりです。

o TX/RX CHANNEL MiDl送受信チャンネJレの選択

o SEND PROG.CHANGE:フ
°
ロク

・
ラム・チェンシ

'メ
ッセーシ

・
の送4言

o TX/RX FILTERSi  MIDIフィルターの設定

[FにLD A]、 [FにLD▼ ]ホ
・
タンでカーツルを移動 し、[ENTER]を 押すと必要な機能を選べます。

[EXITEホ
や
タンを押すと、MIDIのサフ

・
メニューから離脱 して SETTING MENUへ もどります。

8.1チャンネ,レを選ぶ

MIDlの送 受信チャンネ,レを設 定す るため には、MIDIサフ
・
メニューの TX/RX CHANNELを 選 びます。

_TX/RX MIDI CHANNEL_

PEDAL   i 4

MANUALI : 2

MANUAL H : 1

カレがンの3つの鍵盤部に対応する3つのフィールドが表示されます。横の数字がその鍵盤部の

送受信チャン和レを示しています。

[ F I E L D  A ]、 [ F I E L D▼ ]ホ
・
タンでカーツサレを移 動 し、 [ V A L U E」 と E V A L U E司 で チヤン和レを

選びます。

EEXI刊を押すと、MIDIメニューヘもどり、設定が保存されます。

注意:

同一の鍵盤部に異なる送受信チャンネルを設定することはできません。
MIDl1 6チャン和レは選択できません。16はシステム・チャンネルで、VISCONTの

他の楽器との、内部コードのやりとりに使います。

8.2フ
°
ロク

・
ラム・チェンシ

・
メッセーシ

・
の送信

MID17°ログラム・チェンプ(PG)メッセープは接続した楽器に特別な音や、フ柏ク
・
ラム(patch)を呼び

出すことができます。この機能を使うと、カレがンの[MID1 0UT]ホ
°―卜に接続した外部音源

モシ
・
ューザレ(CM100のような)からホ

や
イスを選ぶことができます。

MIDIのサプロメニューか らSEND PROG.CHANGEを 選 び、[ENTER]を 押 す と次 の画 面 が

現れます。

_SEND PROG.CHANGE_

PEDAL   : OFF

MANUALI  : 1

MANUALH i OFF

PGメッセープを送 信 す るため には、カ
ーソルをその鍵 盤 部 へ あて、EVALUE司 と EVALUE-3で

PGの数値を設定します。
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各数値を選ぷと、関連するPGは 自動的に送信されます。

例えば足鍵盤のMIDI AチャンネJレがNo。3で、足鍵盤のフィールト
・
の横に20を選んだ場合、

プログラム・チェンプNo.20がMiD1 3チャン和レを通して送信されます。

この画面で設定したフ
°
ログラム・チェンプはプエネラル・コンビネーション(メモリー)に保存されます。

上の画面でPGメッセープを選び、メモリーに保存します。この機能は特に外部音源モシ
・
ュールを

使つている場合に、またメモリーで呼び出したストッフ
°
に特殊なホ

・
イスが必要な場合に大変便利

です。PGの送信が必要無い場合は、PGをオフにした状態を保存して下さい。

8.3フィルターの設定

MIDIフィルタTはすべてのMiDIチャンネルの送受信で、チャンネルの指定された特定のメッセープを

遮断する機能です。例えば、コントロール'チェンシ
・
送信フィルターは、カレがンがコントロールするすべての

MIDIチャンネルで、[MID1 0U刊ホ
°―卜へのMIDIメッセープの送信を制限します。

同様に、受信フィルターは、すべてのチャン約レで、[MIDl lN]ホ
°―卜に受信するCCを制限します。

(それらのCCは適用されません。)

M I D Iフィルターを設 定するには、MI D lサフ
・
メニューか らTX / R X  F I L T E Rフィ

ールドを選 びます。次 の

画面が現れます。

JX/RX MIDI FILTER_↓

CC    :NO/YES

PG    :NO/N0

SYSEX  :YES/NO

_TX/RX MIDI FILTER_台

PG    :NO/NO

SYSEX  :YES/NO

REALTIME:YES/YES

次のメッセープのフィルターがオン・オフできます。

O CCiコントロール・チェンシ
・
(コントロー'レ・メッセーシ

・
)

o PG:フ
°
ロク

・
ラム・チェンシ

・
(フ
°
ロク

・
ラム/ホ

・
イスを:拭垂おヽメッセーシ

・
)

o SYSEX:システム・エクスク,レーシフ
'(シ

ステム・エクスク,レーシフ
・
メッセーシ

や
)

o REAL:リ ア,レタイムメッセーシ
や
(スタート、ストップ、コンティニュ

ー
、MIDIクロック、アクティプ

・センシンク
・
)

画面の右側には各メッセープのフィルター設定に関するフィールト
・
が含まれています。

設定方法は次のとおりです。
― NO/NO:送 受信メッセープの両方のフィルターオフ
ー YES/NO:送信メッセーシ

・
にのみフィルター有効

一 NO/YES:受 信メッセーシ
い
にのみフィルター有効

一 YES/YES:送 受信メッセーシ
'の

両方のフィJレターオン

フィルターがオン(有効)になっていると、MID醇ッセーシ
・
の送信/受信ができません。

[EXI刊を押すとMIDIメニューヘもどり、新しい設定が保存されます。
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9.ユー予ィリテイ相:十絶

S E T T I N Gメ ニューの U T I L I T Yサフ
・
メニューにはオルカじの基 本 的な3つのユーティリティ機 能 が あります。 ・

チ主―ニンク
・
と予

・
ィスプレイのコントラスト、そしてファ外 リーセッティングです。

このメニューヘ アクセスするには、S E T T I N Gメ ニューの 中の U T I L I T Yサプメニューを選 び、[ E N T E R ]

を押します。

――――――‐UTILITY _____―――一

TUNING:  440,OHz

FACTORY SETTING

LCD CONTRAST: 8

この画面には次のフィールト
・
があります。

o TUNING:415.3Hzか ら466.2Hz(3番目のAで )の範 囲 で、0.lHz単位 で調 整 できます。

Oファクトリー・セッティンク1フアクトリーセッティンク
・
にもどす機能です。

o LCDコントラスト:予
・
ィスフ

°
レイのコントラストです。

9.1ファクトリニセッティンク
・

フアクトリーセッティンク
や
を行うと、ユーザーが行つたすべての変更がキャンセ,レされ、工場出荷時の

設定へもどります。シ
・
ュヒ

・
レートではリセットしたい部分を選ぶことができます。全体設定の復元と

部分的な復元が可能です。

フアクトリーセッチィングを行 うには、U T I L I T Y サフリニューの 中 の F A C T O R Y  S E T T I N G を選 びます。

画面は次のようになります。

___FACTORY SETTING____

RESTORE:

ENTIRE ORGAN

ORGAN STYLE onty

この機能を使つて、オルがンのどの部分の設定を復元するか選ぶことができます。

o ENTIRE ORGAN:   オルカ
・
ンのすべ ての機 台と(メモリー、トランスホ

°一サ
・―、テンヘ

°
ラメント、

アンウウサンデル、スタイ,レ、ホ
や
イス、ホ

キ
イス・ホ

や
リューム、SET UP機 青と、MIDIセッティング、

UTILITYハ
°
ラメーター)

o ORGAN STYLE ONLY:ス タイルα)をみを記:花(ホ
・
イスとスタイルのホ

や
リュ

ーム)

８２



オルがン全体のファ外リーセッティンク
・

[FIELD A]、[FIELD▼]ホ
'タ
ンでENTIRE ORGANを 選びます。ファクトリーセッティンク

・
を行うと、

すべての変更が失われるという警告が出て、その確認が求められます。

!!WARNING!i CURRENT

SETTING WiLL BE LOST

ENTER TO RESTORE

OR EXIT TO ABORT

フアクトリーセッティンク
・
をすすめるためには[ENTE可を押します。また、その操作をやめる場合は

[EXI刊を押します。

フアクトリーセッティンク
・
が始まると、画面には予

・―夕のリロードの間、スタンハ
や
イの表示が現れます。

____FACRORY SETTING__… …

PLEASE WAIT.,

その後自動的にオJレがンの初期設定が立ち上がります。

部分ファクトリーセッティンク
・

ハ
・
イカウント社が設定したカレがンスタイルのみ復元しようとする場合は、FACTORY SETTING

画面の中のORGAN STYLE ONLYを 選びます。画面は次のように変わります。

___FACTORY SETTING___

ORGAN STYLE    .

RESTORE:

BAROQUE l

ここで、EVALUE呵 と [VALUE司 で復 元 したいオルがン・スタイルを選 び EENTER]を 押 します。

!!WARNING!! CURRENT

STYLE WILL BE LOST

ENTER TO RESTORE

OR EXIT TO ABORT

コンヒ
°
ューターが、変更したホ

'イ
スや、選ばれたオ,レがンロスタイルのホ

や
リューム等が失われることを

警告してきます。この操作を続ける場合は[ENTER]、 止める場合は[EXIT]を押して下さい。

９２



オ,レカ
・
ン全体のファクトリーセッティンク

・

EFIELD A]、 [FIELD▼ ]ホ
・
タンで ENTIRE ORGANを 選 びます。 ファクトリ

ーセッティングを行 うと、

すべての変更が失われるという警告が出て、その確認が求められます。

!!WARNING!! CURRENT

SETTING WILL BE LOST

ENTER TO RESTORE

OR EXIT TO ABORT

ファクトリーセッティンク
・
をすすめるためには[ENTER]を押します。また、その操作をやめる場合は

[EXI司を押します。

ファクトリーセッティンク
・
が始まると、画面にはテ

・―夕のりロードの間、スタンハ
・
イの表示が現れます。

____FACRORY SETTING____

PLEASE WAITコ .

その後自動的にオルがンの初期設定が立ち上がります。

部分ファクトリーセッティンク
・

ハ
・
イカウント社 が 設 定 したオルがンスタイルのみ 復 元 しようとす る場 合 は、FACTORY S日 阿ING

画 面 の 中 の ORGAN STYLE ONLYを 選 びます。 画 面 は次 の ように変 わ ります。

………FACTORY SETTING___

ORGAN STYLE

RESTORE:

BAROQUE l

ここで、[V A L U E司 と [V A L U E司 で復 元 したいオルがン・スタイルを選 び [E N T E R ]を 押 します。

!!WARNING!! CURRENT

STYLE WILL BE LOST

ENTER TO RESTORE

OR EXIT TO ABORT

コンヒ
°
ューターが、変更したホ

・
イスや、選ばれたオルがン・スタイルのホ

や
リューム等が失われることを

警告してきます。この操作を続ける場合は[ENTER]、 止める場合は[EXI刊を押して下さい。

０３



フアクトリー・セッティンク
や
が始まると、画面はスタンハ

・
イ状態になり、

ます。
フアクトリーデータのリロードが行われ

___FACRORY SETTING____

PLEASE WAIT..

その後自動的にオルがンの初期設定が立ち上がります。

10。1テ
・
モツンク

・
ス                      

'

オルがンにはいくつかの予
・
モ曲があり、音を聞くことができます。

デモを呼 び 出すため には、SETTING MENUか らDEMOを 選 びます。

[FIELD A]、 [FにLD▼ ]ホ
・
タンで、聞きたいトラックを選 び、[ENTER]を 押 します。

プレイハ
・
ックを止める場合は[EXI司を押します。

10.2ホ
・
イス回―カルオフ

ホ
・
イスを回―カルBオフモート

い
にすると、オルがンからは音がでないで、MIDIメッセープ(system

Exclus市e)が送信されます。その結果、接続した楽器がオンになり、その楽器の音が鳴り
ます。

ホ
・
イスを回一カル・オフモート

・
にするためには、[s](セット)ホ

・
タンを押したまま、[C](キャンセル)ホ

・
タンを

押します。そうすると、すべてのストップランプが点灯し、画面は次のようになります。

SOUND LOCAL ON/OFF

PRESS SET+CANCEL

FOR SETTING

次にストップランフ
°
を押して、ランプを消します。そしてもう一度[S]と[C]を同時に押すと、日―力Jレ

オフが保存できます。

日―カルサフ設定後の画面がその状態を示します。
一 ランフ

°
点灯:ホ

や
イスがローカル・オフモート

・
になっています。(カレがンの音はでます。)

一 ランフ
°
消灯:ホ

や
イスが回―加レ・オフ状態になっています。(カレカラの音はでません。)

通常の操作では、ホ
・
イスがローカル・オフモート

・
になっている場合、電源スイッチをオンにすると、̀

ストツプランプが3回点減した後、点灯します。

３



10.3オヘ
°
レーションシステムα)アッフク

・
レート

・

オJレがンのオヘ
°
レーションシス予ムのアップク

・
レート

・
にはM I D Iファイル( , M I D )リーダーが 必 要 です。つまり

アッフ
°
ク
や
レードファイルの予

・―夕がオルがンに送信されなければなりません。MIDlシーケンスに使う

ハート
・
ウエアか、このタイフ

°
のファイルを情報処理できるコンヒ

°
ューターのソフトウェアハ

・
ッケープを使うことに

な ります。 送 信 側 の MI D Iテ
・―タアウトプットホと卜*にプュビレートの [M I D I  I N ]コネクターに接 続 して

下 さい。 律ハードウェアモシ
や
ュラ

ーの MID1 0UTか 、シリアルか 、USB/MIDIイ ンターフエースか、コンヒ
°
ュータ

ー

を使っている場合のシ七イホ
°―卜等です。)

アッフ子と卜が始まると、カレがンにテ
・―夕が送信され、画面は次のようになります。

___WAIT TO UPDATE____

Enable MiDi

Boot Release: 1.06

画面は受信したテ
・―夕のハ

°一センテープを表示します。

WAIT TO UPDATE

Enable MiDi

Loading工 14%

Boot Reteasei l.06

アッフ祈L卜が終ると、画面は次のようになります。

UPDATE

COMPLETED

そこでオルがンの電源を一度オフにし、再度オンにします。そのときに次の画面がでた場合は

RELEASE CHK SUM

Error

[FIELD A]、ⅣALUE+]、[EXIT]の3つを同時に押したまま、

電源スイッチをオンにし、アッフ千と卜の手順を繰 り返して下さい。
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Viscount Vivace 40

Classic Organ

Mode l:Omni On,Poly

Mode 3:Omni Off,Poly

Deluxe‐ 40口 30 Detuxe口 30‐ 20

Mode 2:Orlnni On,Mono

Mode 4:Omni OfF,Mono

Version:1.0

Date:04/10/06

0〓YES

X〓NO

BASiC     Defau比

oHANNEL  Changed
1÷15

1キ15

1÷15

1÷15

MODE    Default

Messages

Altered

Mode 3 Mode 3

NOTE

NUMBER   True Voice

30÷101

36キ96

0+127

30キ101

VELOCiTY  Note ON

Note OFF

Ｏ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

AFTER    Key's

TOUCH    Ch・s

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

PITCH BENDER Ｘ Ｘ

CONTROL

CHANGE

７

１

０

１

３

１

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Volurne

Expression

AM sound off

Reset A‖Controllers

A‖ Notes O荷

PROGRAM

CHANGE   True#

０ Ｘ

ノ
介

SYSTEM EXCLUSiVE ０ ０

SYSTEM    Song Pos

COMMON  Song Sel

Tune

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

SYSTEM    Ciock

R E A L  T , M E  C o m m a n d s

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

AUX       Loca1 0n―Off

MESSAGES A‖notes off

Active Sense

Reset

Ｘ

０

０

Ｘ

Ｘ

０

０

Ｘ

NOTES:
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